
わくわく・ドキドキ われらは愉快な探検隊！

今年も春が巡ってきたヨ！ 春～初夏の活動報告

たじけん通信 ’23春号

ビオトープフレンズ4/2、5/21

ナカムラオニグモ（2023.6.18）

“カシワモチづくり”ワークショップでの葉っぱ探しの道中に、
田んぼの電気柵に潜んでいるのを偶然発見。
大興奮しているのは所長ひとりだったけど。

北方系のクモで、国内の日本海側では目下
竹野町が最西端となります。
果たして香美町、新温泉町はいかに？

リバーフレンズＮｏ1･2 5/7,6/4

今年もやります川探検！竹野川を源
流から河口まで遊びつくす「リバーフレン
ズ」は、第１回：源流三原地区、第２回：上
流大森地区と活動。

5/7 冷たい源流を探してカワゲラ、
カゲロウ、トビケラ、ヘビトンボの幼虫
のほか、ヒルと間違えそうなミヤマウ
ズムシにタカハヤ幼魚を発見！
ウスバシロチョウにも出会いました。

竹野町
三原

竹野町
大森

魚のカジカにカエルのカ
ジカ。何とヤマメにアカザ
まで！ナガレホトケドジョウ
はいつかリベンジするぞ。

“たじま高原植物園”に入園する
といきなりアナグマに遭遇！
アオバトの群れにシジュウカラ、
ゴジュウカラ、トラツグミたちにも
歓迎されて、楽しい会に。
午後にはバードコールも手作りし、鳥と友だちになれそう。

野鳥の音楽会(5/14)

研究所から歩いて散策。カシワの葉っぱやサルト
リイバラ、ナラガシワの葉っぱをゲットしていざ！
食育スタッフの絶妙なレシピに、生地をこねこね…。
あんこを入れて葉ではさんで蒸すと…完成！
オリジナルのかしわもちは絶品でした。

初めての方でも
インストラク
ターと一緒に日
本海へどうぞ！

詳細はホームページ、フェイスブックにて
Eメール：tajimashizenshi＠gmail.com

ウスバシロチョウ ｶﾜｹﾞﾗ

ヤマメ

5/21は、草刈り作戦。
いろんな草が勢力闘
争中。でも、子どもたち
は、遊びに生き物探し
に夢中で、アカハラ
イモリやガムシ、モリア
オガエルの卵塊を次々見つけてはしゃぎました。

6/4 河原に基地を張っていざ！
川ガキたちの“採集戦”開始。

かしわもち作り（6/18）

３月が４月に延びたビオフレ。
すくえば捕まるザリガニたち
に「オタマジャクシを守れ！
捕かく大作戦」を敢行。
みんなで獲りも獲ったり

348匹！。これで大丈夫(?)

他にはハイイロゲンゴロウ
やドジョウ、マツモムシ、スジ
ブトハシリグモなどを見つけ
ました。
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